
小出川広域一般河川改修事業（鉄道橋）

一級河川小出川は、藤沢市遠藤付近を源とし、茅ヶ崎市と寒川町との境を流れ、相模川最下流の湘南
大橋付近で相模川に合流する流域面積34.74km2、流路延長11.05kmの河川である。

小出川流域は、市街化の進行が著しく、小規模な降雨でも家屋や農地等で浸水被害が発生しており、
小出川の流下能力向上が重要な課題となっている。
小出川の改修は、時間雨量50mmの降雨に対応することを整備目標として、昭和47年度から国庫補助

事業(中小河川改修事業、平成９年度より広域河川改修事業)により順次下流部から実施している。

ＪＲ相模線小出川橋梁は、中流部の茅ヶ崎市下寺尾地先（左岸）と寒川町大曲地先（右岸）に架かり、河
積を著しく阻害しているため、河川改修計画に合わせた橋りょう改築を促進するものである。

ＪＲ相模線小出川橋梁下流より

床上 483戸 床上 0戸

床下 574戸 床下 0戸

合計 1,057戸 合計 0戸
85.0ha 0.0ha
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